実践プランの提案にあたって（案）

今期の提言では、だれもが独りにならない地域づくりをめざし、地域課題の解決に向けてできること、気になることから行動を始めようとする人が増えていくことをめざした実践プランを提案しています。
内閣府の「市民の社会貢献意識に関する実態調査」（平成24年３月）によると社会貢献に興味を持っているものの行動を始められていない人が約40％いることがわかっており、その主な理由として「時間がない」についで、「経済的負担が大きい」「関わる方法がわからない」といったことが挙げられています。
本実践プランはこのような人を対象としました。このような人が身近な地域にも課題があることに気づいて関心を高め、そして最終的には自分のできることから行動を始めてみようと思うためには、どのような工夫がいるのかという観点から考えたプランです。
　一口に「始める」といっても「学んだ成果を生かし、実際に個人で活動を始める」「社会貢献活動している組織や団体に入る」「仲間とともにグループをつくり活動する」ということもありますが、ここでは、身近なところから気軽に地域課題に関わってもらいたいことを意識して「誘う」「呼びかける」「連れてくる」「他者と一緒に行く」というような比較的取り組みやすいものを中心に考えています。
また、社会教育行政が全ての取組みを単独で行うようなことは考えていません。社会教育行政がその「得意技」を活かして相互学習の場をつくったり、さまざまな活動主体が実施している取組みをつなげたりすることによって「気づきを促す」から「始めようという意識の醸成を図る」までの４つのステージを意識してプランをつくっています。
もちろん、この実践プランが地域課題を解決する方程式であるとは思っておりません。これはほんの一仮説ですが、できれば、社会教育主管課がこの実践プランを参考にして、社会教育委員会議で地域課題への対応方法を議論したり、あるいは、公民館の職員が中心となり利用団体の方々と一緒になって困っている人々への支え方を議論したり、はたまた、地域女性団体協議会等の地域の団体の方々と共に「おせっかい」する人の増やし方を議論したりするなど、地域で知恵を出し合い、地域の実情に応じ、強みや持ち味を生かした方法で実践していただくことにより、府内各地で地域課題解決につながる「学びと実践」の動きが広がっていくことを願っています。
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